
わすれン T V３１１とは、「３がつ１１にちをわすれないためにセンター」にあるユーストリーム番組の放送局です。
この放送局からは、市民、専門家、スタッフが協働して、一人ひとりの震災体験を語り直し、震災復興の支援活動を
考える番組を放送します。各番組は上記ホームページからご覧いただけます。
＊ユーストリームとは…動画のライブ生中継および共有ができるインターネットサービスです。
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後半

第9回

ゲスト      寺澤政彦（てらさわ小児科 医師）
　　　　　　

http://tera-sawa.com/
ホスト 　小野朋浩（小さな街） 
主　催 　３がつ１１にちをわすれないためにセンター 
協　力　 せんだいコミュニティカフェ準備室　　　　http://sendaicommucafe.blogspot.com/　 

 

vol.10
濱口竜介監督、酒井耕監督ドキュメンタリー映画「なみのこえ」制作会議。現在、二人は宮城県仙
台市に拠点を置き制作しています。東日本大震災に映画としてどうかかかわれるのか毎日模索して
います。映画の進行状況、監督とのミーティング内容をそのままを配信、本映画に登場する「語り
部」たちと我々のかたりのログを「かたログ」として記録していきます。
出 演　 濱口竜介（映画監督）　  　
　　　  酒井耕（映画監督）
　　　　    志賀理江子（写真家） 
主 催　  「なみのおと」制作チーム

かたログ
3 / 29   20:00 - 21: 00 

3 / 18   10:30 - 11: 30 

てらさわ小児科は仙台市青葉区の中山にあります。そこの医師、寺澤さんは、白衣を着ずにお母
さんやお子さんの話をじっくり聞く、アレルギーやアトピーの専門医です。病院は化学物質フリ
ーの国産木材を使用し、暖炉があるログハウスのような建物です。今回、ご自身や病院の震災時
のお話を伺うと共に、お子さんをもつお母さんたちが心配している放射線についても伺います。
寺澤さんの仕事を通して、震災後の生活について考えます。

3 / 30 金  14 :30 - 15:30 

第12回「気仙沼での支援」
気仙沼へ入り、現地の方々と協力して被災者の健康支援を行った方をゲストにお招きし、支援活動
のはじまりと、これからの課題についてお話を伺います。
 ゲスト　田中美和（特定非営利活動法人シェア=国際保健協力市民の会 気仙沼プロジェクトコーディネーター）           
主　催　仙台市市民活動サポートセンター
          ３がつ１１にちをわすれないためにセンター
＊サポセンかわら版とは
　仙台市市民活動サポートセンターが発行している復興支援活動に関する情報紙です。
　http://www.sapo-sen.jp/kawaraban

支援のかたち 
ー生放送！サポセンかわら版 ー



お問い合わせ
せんだいメディアテーク　企画・活動支援室
〒980-0821 仙台市青葉区春日町 2-1
Tel:022-713-4483 / Fax:022-713-4482
E-mail:wasuren@smt.city.sendai.jp
Twitter/Ustream/Facebook:@recorder311

当センターでは、市民、専門家、スタッフが協働し、
復旧・復興のプロセスを独自に発信、記録していき
ます。さまざまなメディアの活用を通じ、情報共有、
復興推進に努めるとともに、収録された映像、写真、
音声、テキストなどを「震災の記録・市民協働アー
カイブ」として記録保存します。

放送終了後もホームページでご視聴いただけます !   http: //recorder311.smt . jp/

この紙はリサイクルできます

あ
そ

びに
きてね

他番組については  http://recorder311.smt. jp/recorder311/ をご覧ください。
リモコンマークがついている番組は観覧していただけます。

＊観覧者は映像に映りません。

第6回　　　　　　　　　　
地震や停電などによるいつもとは異なる生活体験について、ぶっちゃけトークを行います。エ
ピソードを募集し、震災に負けない「親父の震災生活術」を考えます。今回は、マスターの親
父仲間の落語家 清川波之丞さんに震災体験を伺いながら、みなさんの震災生活のエピソード
を紹介していきます。
マスター　尾崎行彦（画家・版画家）
ゲスト　　 清川波之丞（落語家）
主　催      ３がつ１１にちをわすれないためにセンター

おやじストリームカフェ
ーぶっちゃけ !! ! 震災トーク 地震・停電・家事・親父ー 3 / 30  金  18:00 - 19:00 

ゲスト    木村浩二（仙台市教育委員会文化財課）
ホスト 　佐藤正実（NPO法人20世紀アーカイブ仙台）

 　

[資料室] 市民が撮った震災記録写真展関連トーク

「仙台平野を襲った災害の史実に学び、伝える。」

出 演　濱口竜介（映画監督）
　　　 酒井耕（映画監督）
　　　 てつがくカフェ＠せんだい スタッフ
主 ムーチ作制」とおのみな「   催

[上映室] プログラム

 

星空と路　

● http://recorder311.smt.jp/movie/14104  からご覧いただけます。

仙台平野では過去にも幾度か大きな地震・津波が発生していたことが、近年の自然科学の調査
や遺跡発掘調査、あるいは人々が残した記憶からわかってきました。弥生時代の津波によって
運ばれた砂に埋まった水田跡が発見された『沓形遺跡』。平安時代の歴史書『日本三代実録』
に記されている『貞観地震』。 過去にどのような地震・津波が起きたのか。 仙台平野に生きた
人々はそれをどのように受け止めたのか。30年以上に渡って、仙台市内の遺跡調査に携わっ
てこられた木村浩二さん（仙台市教育委員会文化財課）と共に、土と文字が語る仙台平野の災
害の記憶を読み解きます。

3がつ11にちからとりあえずの一年が過ぎました。震災を一言で定義することを避け、これ
までに自分自身の言葉で、向き合い、語りなおしてきた「かたログ」と「てつがくカフェカウ
ンタートーク」の出演者。今回はその出演者が一同に介し、この一年を振り返りつつ、再び
「対話」とはなにか、「聞くこと」とはなにかを問いなおし、これから辿りつきたい「第三の
場」について語り合います。

● http://recorder311.smt.jp/movie/14124  からご覧いただけます。

過去に収録され現在ホームページでご覧いただける番組のご案内です

３がつ11にちをわすれないために アーカイブ番組


